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語
文

　第
百
四
輯

平
成
二
十
七（
二
〇
一
五
）
年
六
月
二
十
五
日

　印
刷

平
成
二
十
七（
二
〇
一
五
）
年
六
月
三
十
日

　発
行

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

代
表

　出
原
隆
俊

　

振
替
口
座
〇
〇
九
四
〇
│
四
│
二
四
六
四
一

電
話

　〇
六
│
六
八
五
〇
│
五
一
一
一

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　日
本
文
学
・
国
語
学
研
究
室

大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
一
│
五

印

　刷

　亜
細
亜
印
刷
株
式
会
社

編
集
・

発
行
者

〒
560─
8532

編
　集
　後
　記

　
今
号
に
は
、
五
篇
の
論
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
斎
藤
理
生
先
生
の
ご
論

考
は
、
昨
年
度
の
国
語
国
文
学
会
に
お
け
る
、
着
任
記
念
の
ご
講
演
の
内
容

に
基
づ
く
も
の
で
す
。
織
田
作
之
助
の
『
十
五
夜
物
語
』
に
つ
い
て
、
新
聞

な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
や
同
時
代
の
大
衆
小
説
と
の
関
わ
り
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
精
緻
に
読
み
解
か
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
論
文
の
中
で
は
、
文
学
史
の
正
統
と
は
や
や
は
ず
れ
た
位
置
に
あ

る
作
品
を
、
考
察
の
た
め
の
重
要
な
材
料
と
し
て
活
用
し
た
も
の
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
や
資
料
と
誠
実
に
向
き
合
い
つ
つ
、
様
々

な
か
た
ち
で
〝
越
境
〞
を
試
み
る
こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。最
近
、議
論
喧
し
い
人
文
学
研
究
の
意
義
や
効
用
と
い
っ

た
問
題
に
対
す
る
答
え
も
、
そ
う
し
た
試
み
の
中
か
ら
出
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
新
刊
紹
介
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
書
籍
は
、
金
水
敏
先
生
の
ご
近
著
三
点

を
は
じ
め
、
十
二
点
を
数
え
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
滝
川
幸
司
先
生
の
『
菅

原
道
真
論
』
が
、
第
四
回
池
田
亀
鑑
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
た
い

へ
ん
う
れ
し
く
、
ま
た
勇
気
づ
け
ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
号
よ
り
、
投
稿
規
程
に
「
本
誌
掲
載
論
文
は
、
大
阪
大
学
学
術
情
報
庫

Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
で
公
開
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
一
文
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

学
術
雑
誌
の
論
文
を
、
ウ
ェ
ブ
上
に
お
い
て
閲
覧
可
能
と
す
る
こ
と
が
、
現

在
、
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
規
定
は
、
そ
う
し
た
潮
流
に

対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
ご
理
解
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。
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中
ピ
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介
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動
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